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地域資源を核とした地域産業の未来の扉を拓くテクノロジストの育成
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概要

本県の課題

人口減少（流出）・少子高齢化が進む今後、特に県
内の製造業や建設業における人手不足や、地域の衰退
は深刻化することが想定されることから、地域の活力づくり
や地域の産業振興を担う人材の育成が課題である
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①地域産業の担い手不足

②地域の活性化

③地域の防災・災害時対応

「流入 増」と「流出 減」を突破口とした取り組み

オンライン企業見学

プレス成型品（実物）
を手に取りながらの
見学を実施（岐阜県初）





研究プログラム

１年次と２年次の成果と課題

１年次の成果と課題



研究プログラム

１年次と２年次の成果と課題

２年次の成果と課題



ロジックモデル

整合性と振り返り
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工業科運営委員会
土田公成 教頭先生による

フィードバック
フィードフォーワード
（Base on “G-PDCA”）



インプット アクティビティ アウトプット 中間アウトカム 最終アウトカム

地域人材・
施設の利活用

関連企業が求める
資質・能力、県内
就労率の向上及び
安心・安全な生活
が送れる魅力ある
地域づくりに貢献
できる力

コンソーシアム
の設置

カリキュラム開発
等専門家の設置

地域協働学習実施
支援員の設置

地域産業を担う
テクノロジストの
育成

○地域の産業・企業の
発見
○地域産業人材の育成

地域を愛するテク
ノロジストの育成

○地域理解と魅力の発
信
○新たなビジネスモデ
ル提案
○地域貢献

地域を守るテクノ
ロジストの育成

○防災・減災
○災害時対応

地元産業における
様々な仕事に触れ
る

分野横断的な交流

探究的な学び

地域の課題を学術
的見地から深く見
つめる

地域住民との交流

熟練技能者（外部
講師）による指導

地域産業のニーズ
に沿った技術力等
の向上

勤労観・職業観・
倫理観の向上

イノベーション能
力の向上
（ものづくりと他
分野の融合）

課題解決能力の向
上

地域の発見と理解

地域活動への参画

IoT、AI等のICT技術
を活用し、新たな
ビジネス、サービ
スの提供ができる
力

地域や地域産業を
維持、発展させる
ために、課題を見
出し、その意義・
本質から解決策を
求めていく行動力

岐阜工 ロジックモデル

都度振り返ることで、ブレが生じない実践活動が遂行可能に！



生徒研究発表会の様子
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2020(before COVID-19) 2021(with COVID-19)

〇各学科１グループのみの発表ではなく
〇不特定多数の方に、多数の生徒が様々
な言葉をチョイスして説明する機会
〇大小さまざまなアンテナの感度調整を
試せる機会
〇First  Contact & First Take 
〇いつでも入退場可能
〇お客様＆運営している生徒 双方が
WIN-WINとなるイベントに進化した。



将来の展望
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・岐阜工ならではの豊かな土壌の中で「トライ ＆ エラー」などの体験
を、再構成し汎用的なものとして、経験のレベルまで昇華可能な取り
組みを継続実施する。
・コロナポストを意識したものづくり。
・適応能力＆指示待ちからの脱却
・コロナだからこそコミュニケーション能力を向上させる授業づくり。
・現地現物とデジタルをバランスよく接することができる感度とバランス
感覚の醸成。
・岐阜大学の積極的な活用と、企業との協働による高度なものづくり
のさらなる推進。

「TRY & ERROR」を体験し、
経験値により技術を磨くものづくり

☆生徒の感想
他学科との連携が多く、専門外の知
識も加わり、行動範囲が広がるのでた
くさんのメリットがありよかった。
来年は生き生きとした先輩をさらに超
えられるよう、自己満足で終わらせず
地域との関わりをさらに深めていきたい
です。

結び
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ありがとうございました


